
➢ 港湾管理者である福岡県と芦屋町で協議を重ね、役割分担の
もと協力して推進するもの。

➢ 活用できるところから有効活用する「段階的整備」を図る。
➢ 社会経済環境の変化に柔軟に対応するため必要に応じて見直す。

鳥瞰パース図（海から港湾エリア全体を望む）2028年度完成イメージ

芦屋港活性化事業の概要
芦屋港の概要
➢ 昭和61年に整備された、福岡県が管理する地方港湾。
➢ 港機能を備えた産業港（物流港）として位置づけ。
➢ 東側は遠賀漁業協同組合芦屋支所が使用。
➢ 芦屋海岸・芦屋海浜公園と遠賀川河口の間に位置し、
面積は約22,000㎡（芦屋海岸の一部が含まれる）。

芦屋港活性化の目的

➊ 物流港として十分活用されていない芦屋港を有効活用

➋ 芦屋町の魅力である“海”を活かした観光まちづくり、
地方創生の推進

物流港の機能から、
観光レジャー要素を持った港湾機能へ

芦屋港の活性化(レジャー港化)の方向性を示したもの

芦屋港活性化基本計画とは

将来イメージ

アイレベルパース図
（上屋活用複合施設
とプロムナード）
2024年度完成イメージ

将来イメージ

アイレベルパース図
（全天候型施設）
2024年度完成イメージ

将来イメージ

将来イメージ
➢ 芦屋港周辺エリアを対象に、観光拠点、海の玄関口の形成に

向けて、場所の特性を生かした空間づくりを行う。
また、芦屋町内外から様々な人が訪れ、賑わいが町全体へと
広がるようなエリアを目指す。
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ボートパーク(係留施設）

芦屋港に導入する主な機能
将来イメージ・施設配置図

➢ 水上係留（専用浮桟橋方式）
➢ 最大170隻係留
➢ ビジターバース、クラブハウス（管理棟）設置。

海釣り施設（釣り文化振興モデル港）

1号上屋 (既存上屋リノベーション）

➢ 3箇所の施設開放に向け推進
①新設される波除堤
②遠賀川沿い導流堤
③沖の防波堤（関係機関との協議調整が必要）

全天候型施設、広場

サイクルステーション

➢ 既存の上屋をリノベーションし、飲食や物販などの
機能を含んだ複合施設化。港湾の水辺空間を活かし
た散策や憩いの場となるプロムナードを整備。

➢ 観光案内などのオペレーション機能。
➢ 施設規模は約1,800㎡。民間活力導入を目指す。
➢ 県との基本協定に基づき、施設使用料が発生する。

➢ 観光集客の機能として、特に冬季の集客力向上に繋
がり、天候の影響を受けずにイベントなどが実施で
きる施設。

➢ 活用方法のひとつとして、芦屋町のキラーコンテン
ツの砂像屋内展示を想定。

➢ 市民参加の作品も展示する砂像展は、期間限定で屋
外にて開催するイメージ。

➢ 施設規模は、約2,500㎡を想定。
➢ 賑わい創出の効果を発揮するものとして広場を設ける。

➢ 福岡県が推進する「サイクル＆トレイル福岡」の複
数ルートへの分岐に位置するため、この立地を活か
した広域的なサイクリングや広域観光拠点としての
機能。ハードとソフト両面での展開が必要。

駐⾞場
➢ 3箇所の駐車場を整備予定。

一部はボートパークのオーナー専用の駐車場。
➢ 広場東側駐車場：5,700㎡（約210台）
➢ 上記以外に１号上屋東側も駐車場兼用空間として計画。
➢ 料金徴収の運用は検討中。

駐⾞場（約70台、約1,900㎡）
※ボートパークオーナー専⽤駐⾞場

駐⾞場（約165台、約4,500㎥）
ボートパーク、海釣施設利⽤者との兼⽤

駐⾞場（約210台、約5,700㎡）

駐⾞場兼⽤空間

イベント時等は
駐⾞場として利
⽤を想定
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芦屋港に導入する主な機能

緑地帯、アウトドア体験、ビーチスポーツ

➢ 相乗効果を発揮する機能として、ニーズの高いアウ
トドア関連のアクティビティや体験ができる機能

➢ 既存の緑地帯などを有効活用する
（必要に応じて改修）。

➢ 隣接する海浜公園と一体的な空間を形成し、砂浜を
活かしたビーチスポーツやマリンアクティビティの
機能を導入。

（既存施設）芦屋海浜公園
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ボートパーク

海釣施設

全天候型施設
・広場

1号上屋活⽤

開業準備期間（⼯事と並⾏）

●開業⼯事

●開業

●開業

●開業

⼯事

⼯事設計

⺠間事業者選定 ⼯事設計

各施設の管理運営事業者選定・決定

《主な施設の概要》
➢ レジャープール・アクアシアン

→夏期（7～8月）のみ営業 ※令和3年度は営業休止
➢ わんぱーく（芝生広場・大型遊具）
➢ チャレンジショップ
➢ トイレ

→公園内2か所に設置シャワー施設
利用期間；7月初旬～8月中旬・無料

➢ 駐車場
→レジャープール営業期間のみ有料
（軽・普通車500円、大型車1,500円、二輪車100円）

事業スケジュールの想定

➢ 令和7年度に開業予定。
➢ 令和5年度に各施設の管理

運営事業者選定・決定、
令和6年度に開業準備予定。

芦屋釜の⾥

芦屋海浜公園エリア

芦屋海水浴場

航空自衛隊 芦屋基地

芦屋町役場

芦屋港活性化エリア

芦屋歴史の⾥

洞⼭

国⺠宿舎
マリンテラスあしや

サイクリングロード（直⽅北九州自転⾞道）
波かけ遊歩道

わんぱーく

レジャープール アクアシアン

サイクリングロード（宗像・芦屋自転⾞道）


